現代中国語における形容詞およびその重畳形の分布マップの自己組織化 by 林 智
論文
人間社会環境研究第19号２０１０．３ １
現代中国語における形容詞および
その重畳形の分布マップの自己組織化
人間社会環境研究科人間社会環境学専攻
林智
SelfLOrganizingMapofReduplicativeAd1jectiveinModernChinese
HＡＹＡＳＨＩＴｏｍｏ
Abstract
lnmodernChinesetherearemanytypesofreduplicationsanditsdiscussionsbynow、
Thispaperana1yzesthedistributionofreduplicativeadjectiveinmodernChineseusingstatistic
approachandselfo堰anizingmap,theauthorevaluateandcomparethe。istributionofadjective
andreduplicativeadjectiveinspecifiedsentencestmcture,anddetectthattherearedifferences
ofthefactorsoftheirdistributionsbetweenadjectiveandreduplicativeadjectiveAdjectivedistri‐
butionisrelatedtotheirmeasureconceptsandreduplicationsarenotaffectedbyitbutrelatedto
anotherfactorssuchasmodihcationfimction
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た。また、呂叔湘はＡＡ型、ＡＢＢ型、ＡＡＢＢ型、
Ａ里ＡＢ型などを含む広範囲の形式について、修
飾語・述語・補語にどのように展開されるか詳細
な研究を行い、現在における重畳形の様々な研究
の基となっている。
重畳形式の研究は、その文法構造上の問題、た
とえば、ＡＡＢＢ型の重畳形式において、その由
来がＡＢという原形の重畳からＡＡＢＢという形
式が生まれたのか、或いはＡＡという重畳形式と
ＢＢという重畳形式が発生し、両者が合成する事
によってＡＡＢＢという形式が生まれたのか、と
いった内部構造にまつわる問題やＡ里ＡＢ型の
組成に関する問題など様々な側面ついて議論が行
われている｡2）
また、文法機能上の問題としては、超元任や呂
叔湘などが前置される副詞との関係や連体修飾を
行う時と連用修飾を行う時の後置詞の差異を論じ
形容詞と重畳１ ■
現代中国語において語の重畳は多くみられる現
象であり、名詞・動詞・形容詞を基本単位として
広く行われる。典型的には、例えば“大，，という
形容詞を“大大，，と２回重ねて繰り返して用いる
形式を指す。“清楚”に対して“清清楚楚,，．"清楚
清楚"、“糊涼”に対して“糊里糊除”など原形が
二音節の場合は重ね方が一層複雑になり、一般的
にＡＢＢ型、ABAＢ型、ＡＡＢＢ型、Ａ里ＡＢ型と
分類されている。
この重畳に関しては、文法上・意味上・音韻上
の様々な複雑な問題があり、研究も盛んに行われ
てきた。重畳に関する文法研究の先鞭は朱徳煕、
呂叔湘らがつけその研究の基礎を確立した｡Ⅱ朱
徳煕は重畳形の基本的な形式をまとめた上で、そ
の差異から重畳形と原形との間の主な区別を行っ
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ており､3)朱徳煕は形容詞の重畳形が連体修飾す
る際の「名詞化｣、すなわち後方に“的，,を伴っ
て名詞を修飾する時に体言と化していることを方
言における重畳形と的の振る舞いを論拠として証
明し、形容詞の重畳形が述語の位置に来る場合は
用言としての機能を持つとした。さらに、重畳形
の原形が性質形容詞であり重畳式が状態形容詞で
あるため、前者が生起上の制限をより多くうける
ことをあげて、その差異を明らかにしている｡ｲ）
ラスタリング(特徴ベクトルによるカテゴリー化）
を試み、複数の構文形式における単音節形容詞の
クラスタリングと比較することで、原形・重畳形
双方の形式の大局的な生起分布に中核的な影響を
与えている文法機能や語義、すなわちクラスター
間において差異が大きく表れる語義・特徴が、原
形から重畳される事によりどう変化するかを明ら
かにする事により、原形と重畳形が異なるサブカ
テゴライズを示す事を証明する。
形容詞の重畳形の意味的な議論については、重
畳する事により原形からどのように文法上の意味
特徴を変えているのか、という点において異なる
面での解釈が行われている。一つの側面としては、
｢程度を表している」、すなわち、重畳する事でそ
の数量や尺度といった量を増大（あるいは減少）
させているという考えがある｡5）“大大”（とても
大きい）は“大，，（大きい）の大きさの量を増加
させているのであるという解釈である。別の側面
として、「状態を表現」しており、重畳する事に
より状態変化の中において表現上のベクトル（方
向感）を持たせることにより、聞き手によりリア
ルな,情感を与え、かつ発話者の肯定感や感情上の
方向』性を描写する機能を果たしているという主張
もある。また、重畳形が「程度」の大小を表して
いるのではなく「強調」を行っているという側面
も論じられている｡6）
このような最も基本的な議論に加えて、中国語
の重畳形に対応する他国語の翻訳語や重畳形との
対応や、重畳形式を１つに絞って詳細に論じた議
論など、形容詞以外の議論も含めて、中国語にお
ける重畳形に関する問題は数多くある。
本稿では、この現代中国語における形容詞の重
畳形について、過去に行った単音節形容詞につい
ての分析を踏まえた上で（３－１節)、統計手法
を用いてその分布状況を調査し、その上で重畳形
形容詞の分布上の偏向が原型である単音節形容詞
と同じような偏向をもって表れているのかを明ら
かにする。また、複数の構文形式についての分布
状況を多変量解析を用いて、形容詞の重畳形のク
２．統計の方法
統計の具体的な方法であるが、形容詞の重畳形
を計量的な側面から分析するために、現代中国語
の書き言葉をおさめた品詞タグ付きコーパスに対
する基本的な頻率分析、さらには多変量解析の一
種である自己組織化マップ(SelfOrganizationMap）
による総体的な解析の両者の手段を用いる｡7）
かつて論じた形容詞の分布に関する論文中でも
すでに触れた事であるが、コーパスと統計を用い
た計量言語学の手法でもって､実際の発話環境(書
き言葉に限定されてはいるが）に対する分析を行
う事で、語感のみに頼るだけではなく、数量とい
うある意味客観的な論拠と、真か偽か言い換えれ
ば０か１かという２値ではなくその中間の段階を
表現しうる方法と、さらに複数の特徴（属性・パ
ラメーター・要素間の分布上の差異）を同時に術
鰍するという視点を獲得することができる｡8）
本稿で用いるコーパスは、国家培委現代双培通
用平衡梧料庫（CYLK）であり、これは様々な分
野のテキストに対してメタ`情報と精度の高い品詞
タグ（POSタグ）を付加したものであり、これ
を分析用にＸＭＬ形式に変換したものである。
分析環境に関しては、統計のパフォーマンスを
考慮し、林（2005）において構築したネットワー
ク上のデータベースサーバにコーパスのデータベ
ースを設置しクライアントから検索クエリを行っ
た形ではなく、ローカル環境のメモリ上に展開し
たファイルベースのデータベースを用いる事によ
り、従来の数十倍の速度でクエリを行えるように
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改良したものを用いている｡，） 見る事でその単音節形容詞がどの程度重畳形にな
りやすいか、という尺度を得る事が出来る。もし
全ての原形となる形容詞が偏りなく重畳形に移行
できるのであれば、比率自体の大小はともかく全
てのペアにおいて生起率の比率には大きな違いは
みられないはずである。もし比率に大きな違いが
あるのであれば、重畳形への移行には偏りがあり、
そこに何らかの原因が存在する事を表している。
上に述べたとおり計量形容詞の程度の大きい方
と小さい方にはもともと生起率に違いが大きいが、
重畳形になる事で尺度の増加を志向するのであれ
ば、ペアの両者に生起比率の大きな違いがみられ
るはずである。もし差が少なければ、重畳するこ
とによって尺度の増加だけを志向しているのでは
なく、増加・減少のいずれの方向にも等しく志向
できる事になる。つまり、重畳形は原形の語義を
より強調する意図でしばしば使われるのであるが、
より大きく、高く、重く、といった増加方向への
志向性と、より小さく、低く、軽くといった減少
方向への志向性に、原形と同じく重畳形において
も差異があるかどうかがはっきりする。
ここでは、“高低”“大小”“多少”“任短”“重
経'，という計量形容詞のペアについて、上記の統
計をとる。これらの形容詞は生起数が少なくても
1500以上はあり、比較に十分なサンプル数を確保
していると考えられる。
まずは、“高低”の分析であるが、“高”の生起
頻率に対する“高高，,の生起頻率の比率は0.0407
であり、“低”の生起頻率に対する“低低”の生
起頻率は0.0231である。これはおよそ２倍弱の差
であり、“高”に比べて“低”が重畳形になりに
くい事を表している。この結果は比較構文などに
みられた計量性のベクトルによる生起制限のよう
に、計量形容詞ペアの程度の小さいものは生起し
づらい現象が生起条件に影響している可能性を示
唆している。
次に、“大小”であるが、“大”の生起頻率に対
する“大大”の生起頻率の比率は0.0652であり、
"小”の生起頻率に対する“小小”の生起頻率は
0.05240である。これは両者にほとんど差がない
３．単音節計量形容詞と重畳形
まずは単音節形容詞の分布状況とその重畳形の
分布について解析を加える。単音節形容詞は計量
形容詞と属性形容詞に大別でき、前者には量的な
概念が存在する。以前の論文でも述べたように、
単音節形容詞の計量性とその大小の方向性は構文
における生起分布に対して大きな影響を与える事
がはっきりしている。計量性がある場合はその尺
度の大小が影響を与え、ペアの中で尺度の小さい
方（｢大きい小さい」の場合は「小さい｣、「高い
低い」の場合は「低い｣）が生起に制限を受けや
すい。具体例をあげると、“Ｘ有Ｙ那公Ａ，，（Ｘ
はＹのようにＡだ）という構文のＡには形容詞
が生起できるのであるが、「小さい」「低い」など
の形容詞はほぼ生起していない。また、発話者の
心理的な良い評価、悪い評価を表す褒既義（ほう
へんぎ）も同じくそのプラスとマイナスの方向性
が分布に影響する事が分かっている。属性形容詞
にはこのような尺度による生起率の変化は大きく
は見られず、発話時に褒艇義が加わる事により若
干の生起率の変動がみられるくらいである。ただ
し、これらの生起上の制限については時代によっ
て少し制限の緩まりの傾向を見せているらしいが、
完全にその傾向にあるとはっきり言えるほどまで
ではない｡'０）
これらの分布上の偏りは単音節形容詞の持つ属
`性の違い、すなわち形容詞グループ内部において、
計量性の有無やその尺度上の大小、褒賤義の存在
が中国語形容詞のサブカテゴリーを構成する主要
な要素である事をはっきりと計量的観点から示し
ているが、重畳形になった形容詞でははたして明
らかな偏りが見られるのかどうか解析を行う事に
する。
まずは、代表的な、つまり生起率の高い単音節
形容詞とその重畳形についてであるが、これにつ
いては、原形と重畳形の生起率を調べその比率を
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いて正反対の特徴を見せているという事である。事を表しており、計量`性のベクトルによる生起の
制限はほとんどかかっていない事を表している。
次に、“多少,,については、“多”の生起頻率に
対する“多多”の生起頻率の比率は0.0063であり、
"少”の生起頻率に対する“少少，,の生起頻率は
0.0018である。この結果が表しているのは、“多
少”ペアはそもそも上の２者よりはるかに重畳形
になりにくい形容詞であり、また、単音節の時の
ように“多”の方が３倍程度重畳形になりやすい
という事である。
次のペアの“伝短”は、単音節の場合、特定構
文において典型的な生起の違いを表していた形容
詞であるが、これらの差異はどうなっているかと
いうと、“侯”の生起頻率に対する“任任”の生
起頻率の比率は0.0850であり、“短”の生起頻率
に対する“短短”の生起頻率は0.1609となってい
る。両者とも全てのペアの中でも高い数値を表し
ているのであるが、頻率は逆転して、尺度の低い
"短”の方が比率を見せている。
最後のペアである“重経，，についても、同じよ
うな傾向で、“重”の生起頻率に対する“重重''の
生起頻率の比率は0.1656であり今までの形容詞ペ
アの尺度の大きい方の形容詞の中で最も高い数値
であるものの、“経，，の生起頻率に対する“軽軽”
の生起頻率は0.8であり、重畳形が原形の生起頻
率にせまっており、原形として使われる頻度と重
畳形として使われる頻度が相当近く、他の形容詞
と比べても突出して高い事が分かる。
それでは、この原因はどこからきているのかさ
らに進めて分析を加えると、これらの形容詞が文
法上どういう機能を果たしているか、という点で
大きな違いがみられる事がわかった。それはすな
わち、あらわれた重畳形全体に対して副詞として
用いられている度合いを見れば明らかに違いがわ
かるのであるが、前３者のペア（"高低”“大小，，
"多少，，）において副詞として表れている比率と、
後２者のペア（"te短”“重経"）において副詞と
して表れている比率を比べると、後者の比率の方
が高く、つまり、副詞としての定着の度合いによ
って、後２者のペアは遙かに重畳形になりやすく、
また、その中でも程度の低いマイナス方向のペア
が重畳形になりやすいという結果を表していると
考えられる。
以上のように、計量形容詞のペアについては、
重畳形へのなりやすさ、或いは重畳形の定着性と
いう観点からいえば、計量形容詞がもっていた尺
度、ベクトルの方向性というのは、分布上既に重
要な要素ではなくなっており、むしろ、特に副詞
の機能がどれだけ使われやすいか、といった要素
がより重要な課題になっている事がわかる。これ
はすなわち、１．で述べた重畳形の意味的な議論
の中で、「程度｣、「状態｣、「強調」といった要素
のうち、「状態｣、「強調」と区分されている要素
が分布状況に－番影響を与えやすい事を示唆して
いるのではないかと考えうる。もし、重畳形の定
着性の差異に「程度」の側面、つまり尺度の大小
の深化という機能、あるいはその大小の方向'性が
重大な影響を与えているのであれば、分布への影
響もはっきり表れているはずにもかかわらず少な
くともこの結果からは全くそれが見られない。し
かし、さらに厳密にそれを証明するためには、品
詞タグが機能によってもう少し微細にカテゴリー
化されていないと難しい。
以上の結果から、次の事が推定できる。第一に、
計量形容詞ペアの重畳形については、“大小”を
除いて両者に２倍程度の比率の差があり、これは
両者の生起条件に何らかのベクトルがかかってい
る事がわかる。ただし、その理由は明らかに計量
性のベクトルがプラス方向か、マイナス方向か、
という原型における生起条件の差異の原因とは異
なるものであるという事がわかる。第二に、同じ
計量形容詞ペアでありながら、“高低”“大小”“多
少，，と“任短”“重経”では生起自体の確率とど
ちらがより重畳形になりやすいか、という点につ
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これらの大別して６つの構文形式が、コーバス
内において重畳形形容詞とよく生起するパターン
であり、これ以下の解析ではこの６つの構文への
形容詞ごとの生起のしやすさから解析を行うこと
で、その差異と傾向を明らかにするものである。
解析の方式は以前と同様で、重畳形の形容詞が
表れる全てのパターン（構文形式）内におけるそ
れぞれのパターンの比率を統計から計算し、その
比率を特徴ベクトルとして多変量解析を行うこと
にする。
本稿で用いている多変量解析・クラスタリング
の手法についてはすでにいくどか述べているので、
多くは述べないが、６つの構文における生起頻率
を６次元の特徴ベクトルと見た場合に、教師なし
学習を行うニューラルネットワークを構築する事
によって、近い特徴ベクトルを持つノード同士を
まとめていく事で、最終的に６次元空間上に展開
する特徴点（これが対象の重畳形形容詞が特徴空
間上で存在する点なのであるが）を２次元上のマ
ップに投射する事になる。このマップ上でのクラ
スターが対象となる重畳形形容詞の分類を表す事
になる。
対象となる重畳形形容詞は、以前の解析と同じ
く生起頻率の高いものから順に選んでいる。
下に解析の結果となるマップを示す。ＳＯＭに
４．構文との関係の多変量解析
重畳形形容詞が生起している大まかな状況であ
るが、重畳しているＭという形式の前後の品詞
パターンから、ほとんど影響のないと思われる大
量のコーパス中から少数しか出ないパターンを除
くと、ほぼ以下の形式に集約できる。
.Ｍ地（的）ｖ
休任侯地吐一口烟。（除朝声『星海』）
「(あなたは）長々と煙草を吸った｡」
一定要吃三iiiii仮，要多多的吃，（童向
茉『額木示脱随氾』）
「必ず３杯食べなさい、たくさん食べ
なければなりません」
・ＡＡＶ
彰莉当上模特后，穿衣服的升支大大i曾
加，（隼培明「走向世界的中国肘装模
特』）
「彰莉はモデルになった後、服の支払
いがどんどん増え」
．Ｖ得ＡＡ的
牛角似的大勾噌伸得催俟的，（王世周
「在任白山森林里』）
「牛の角のような大きな勾噌（魚）は
伸びて長く長くなり」
･ＡＡ的Ｎ
伝任的毛施到了地上，（曹桂林「北京
人在鉦釣』）
「長々とした毛皮は地面に落ちて」
･ＡＡ＋Ｎ
到述高高云天上的肘候，（超淑侠「我
、的歌』）
「高い高い雲の上に出た時」
･ＡＡ（的)．
体委張世幸吹起了集合哨，哨音任伝的。
（部英、子実「万参，高３．２』）
「体育委員会の張世幸は集合の笛を鳴
らし、笛の音は長々と鳴り響いた」
図１全体のＳＯＭ
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ては、もう少し精細な分析が必要となろう。ここ
で、６つ特徴ベクトルがどのように分布している
のか、ヒートマップを用いて観察する事で、それ
ぞれのクラスタの特徴がさらに明らかになるので
見ていくことにする。ヒートマップは明暗が頻率
の大小を表している。（明るい方が大）
まず、下部のクラスタを特徴づけているのは、
AA+Ｎの形式が非常に多く、ついでＡＡ的Ｎが
高めであり、ＡＡＷなどは低めであるという点で
ある事がわかる。これは、“重重/小小/杵杵多多”
が比較的名詞と結びつきやすい事を表している。
逆に、動詞と結びつきやすいのが左の“軽軽／
慢慢/久久/畑畑/深深/老老実実,，となっており、
このクラスタは総じて連体修飾形にはなりにくい。
上部の“大大/好好/近近/明明/黒黒，，というクラ
おいてはマップ上のクラスター間の距離自体は直
接ベクトルの距離を表しているのではなく、その
位置関係が特徴ベクトルの近接関係を表している。
マップ上で、重畳形形容詞は大きく５つのクラ
スタに分類されている。“千千浄浄/清清楚楚'’２
語で独立したクラスタを構成しており、後は“大
大/好好/近近/明明/黒黒”が上部のクラスタ、左
側に“軽軽/慢慢/久久/畑畑/深深/老老実実，，の
クラスタ、中央から右に“高高/短短/俟伝/厚厚／
大大小小"、下部に“重重/小小/杵杵多多，，とい
うクラスタの分類になっている。
初めにあげた右上のクラスタは、二音節形容詞
の最もよくつかわれ、定着性も高いと思われる２
つの単語がまとまっており、特徴がよく似ている
という点に不思議はない。残りのクラスタについ
図２ヒートマップ
現代中国語における形容詞およびその重畳形の分布マップの自己組織化 ７
スタも同じく動詞と結びつきやすく名詞と結びつ
きにくいことを表している。この両者の違いは、
連用修飾するときに、“地/的”を伴う頻度が異な
る点である。
中央のクラスタである“高高/短短/俟任/厚厚／
大大小小，’はＡＡ的Ｎという用法で頻繁に使わ
れやすいのが第一の特徴となっている。
り計量の方向性に生起条件を左右されない。一つ
の原因として考えられるのは、特に原形において
生起条件に偏りが大きい比較構文に生起するか否
かという点が分布の要因の重要性に影響を与えて
いると考えうる。
現状のコーパスから得られる情報からは、文の
文法機能、文脈情報を得られる事ができないため、
この体系を構成している要素がどのようなもので
あるかを計量的な手段ではっきりと明かす事はで
きないが、近年整備されつつあるさらに文法情報
が付加されたコーパスをもちいれば、原形・重畳
形形容詞のクラスタを構成する要素に文脈や文法
機能の情報を付加でき、今は構文の形式のみで等
しく取り扱わざるを得ないためそぎ落とされてい
るクラスタを構成する特徴を抽出でき、さらに深
い解析が可能になるであろう。これまでの解析で
は検索の多大な試行と頻率の大きい現象に絞る事
によって形容詞群、構文群の抽出を行い解析を物
理的、時間的に可能な範囲にまでかなり縮めてい
るが、文法タグが付加されたコーパスを用いれば
まずその必要がなくなり、また特徴の次元を新た
に増やす事ができることで、現在の特徴次元では
見えていない分布上の特徴を明らかにする事がで
きる。そのうえで重畳形形容詞の振る舞いについ
て一層の理解を深め解釈をはっきりさせる事が当
面の課題である。
このように、重畳形形容詞の構文上の分布状況
は､連体修飾・連用修飾との分布状況の違いと"的
/地”と共起するかどうかという２点で大きく特
徴づけられており、これらの差異から５つほどの
グループに重畳形形容詞が分けられる事がわかる。
また、グルーピングされた形容詞の原形の特徴、
すなわち計量性や尺度となるベクトルの方向`性
(プラス・マイナス）などの原形が持っていた語
義は、これら重畳形の構文の分布状況と明らかに
関係がなくなってしまっている事がはっきりと示
されている。もし、原形のように計量性が重大な
影響を与えているのであれば、原形の分布状況と
同じように計量性の大小によってまずグルーピン
グが行われるはずなのにも関わらず、上記に示し
たようにここではまずその傾向はみられないから
である。
5．おわりに
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１）朱(1956)を参照。
２）曰(1965)を参照。
３）呂(1980)を参照。
４）朱(1979)において"的"の用法を３種に分け､方言
における使い分けと併せて詳しく論じている。
５）石(1986)を参照。
６）朱(1979)を参照。
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８）林(2007)を参照。
９）林(2005)において基礎的な環境を確立している。
10）吉田・林(2001)において基礎的な分析を行い、
林(2007)において統計的な解析を加えている。
